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3) N. P.， t.!， p. 165. (訳(上)158ヘジ。]
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誉田骨之「十九世相フランスにおける農業経宮と土地所有J'商世論集， (1)第1巷， 19GC年， (2) 
第2巻， 1967年。吉田却ー 『近代フランスの社会と経済J1975年，第四論文。
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によってのみ要求されている。J(N. P.， t.!， p. 427. (訳(上)326-7ベージ0])I再建が問題な
のはその奇妙で抑止的な組織ではないoJ(N. P.， t. I， p.344. [訳〔日 225ベ ジ固J)
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21) Schenk， op. cit.， p. 37. [訳49ベージJ
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31) N. P.， t. 1!， pp. 347-8. (訳(下)257-8べージ。]
32) N. Pョ t.I， p.340. (訳〈下)297ページJ

























要賃銀の補充を支払わせることほど不正なことが考えられるだろうかoJ(N. P.o p. 351， (訊(下〉
260へージ0)
'4) Iイギリスに於τ，今日フランスで頻繁に行われ亡いる分割賃貸や大土地。分配が，小農民自




























35) N. P.> t. T. pp_ .1t15-fi. (訳〈下)301ベージJ
36) N. P.. t. I!， p. 343. [訳(下)254ページJ
37) N. P.. t. IJ. p. 364. (訳〈下)299ベジ。〕




















































































41) N. P. t. 1. p. 364. [訳(下)299~300ペーシ .J 第二版で加筆された箇所は多いが!ここも
その一部である。これら改革者の見解は未だ明確ではないとして，ほんの一言しかコメントを付
力目していない。
42) N. P.， t.1I， pp. :lfi5-i. C訳〈下)300ー 1ベー シJ


























心に一一J~経済論叢』第127巻第 2 田 3 号， 1980年.参戸川
シスそンディ・ロマン主義。再検討〈下〉 (71) 71 
f直の多元論，価値観の多様性を主張する最初の大規模な波となった。 19世粗か








































ユ・ロマン派第一世代は， ドイツ・戸 7 ン派ほど観念的ではなく，比較的現実
に即した精神性を持っていた。これは， r世紀病」を病む第二世代ともまた別
種の精神性であった。
〔追記J rシスモンディ・ロマン主義り再検討(上)Jは， ~経済論議』第139巻第 2 ・
3弓， 1987年，に掲載。
